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本
報
告
で
は
、
一
九
世
紀
末
〜
二
〇
世
紀
前
半
の
南
ア
フ
リ
カ
に

お
け
る
ア
フ
リ
カ
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
を
検

討
し
た
。
当
時
の
南
ア
フ
リ
カ
は
植
民
地
支
配
下
に
あ
り
、
ア
フ
リ

カ
人
は
支
配
さ
れ
る
側
に
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
検
討
す
る
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
基
本
的
に
、
植
民
地
統
治
下
で
剥
奪
な
い
し
制

限
さ
れ
た
権
利
の
獲
得
や
自
立
、
自
ら
の
歴
史
や
存
在
の
復
権
、
独

自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指
す
動
き
と
し
て
把
握
さ
れ

る
。
そ
う
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
キ
リ
ス
ト
教
が
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
た
の
か
を
検
討
し
、
そ
の
う
え
で
、
今
後
の
課
題
を
提
示
す
る

こ
と
が
、
報
告
の
目
的
で
あ
っ
た
。

　
報
告
で
は
ま
ず
、
南
ア
フ
リ
カ
内
部
の
運
動
と
し
て
、（
一
）
独

立
教
会
、（
二
）
リ
バ
イ
バ
ル
（
信
仰
復
興
）、（
三
）
ア
フ
リ
カ
民

族
会
議
（
Ａ
Ｎ
Ｃ
）
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
に
み
ら
れ
る

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
の
相
関
を
検
討
し
た
。
　

（
一
）
独
立
教
会
：
一
九
世
紀
末
の
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
一
部
の
ア

フ
リ
カ
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
白
人
宣
教
師
の
管
理
下
に
あ
る
既
存
の

教
会
を
離
脱
し
、
独
立
教
会
を
創
設
す
る
動
き
が
出
て
く
る
。
そ
の

最
も
著
名
な
例
は
、
ウ
ェ
ス
リ
ア
ン
・
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
教
会
の
ア
フ

リ
カ
人
牧
師
マ
ン
ゲ
ナ
・
モ
コ
ネ
が
興
し
た
エ
チ
オ
ピ
ア
教
会
で
あ

る
。
モ
コ
ネ
は
、
教
会
内
に
お
け
る
人
種
差
別
と
そ
れ
を
許
容
す
る

白
人
宣
教
師
の
姿
勢
を
非
難
し
、
ア
フ
リ
カ
人
の
た
め
の
教
会
と
し

て
エ
チ
オ
ピ
ア
教
会
を
設
立
し
た
。
エ
チ
オ
ピ
ア
教
会
自
体
が
政
治

的
主
張
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
教
会
組
織
内
の
白
人
支
配
を

拒
絶
し
、
ア
フ
リ
カ
人
と
し
て
の
団
結
と
、
キ
リ
ス
ト
教
を
基
盤
と

　
報
告
二

　
植
民
地
主
義
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
キ
リ
ス
ト
教
：

一
九
世
紀
末
〜
二
〇
世
紀
前
半
の
南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
人
を
中
心
に
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し
た
集
団
意
識
の
醸
成
を
は
か
ろ
う
と
し
た
点
で
、
こ
の
運
動
を
ア

フ
リ
カ
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
嚆
矢
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
二
）
リ
バ
イ
バ
ル
：
リ
バ
イ
バ
ル
も
ア
フ
リ
カ
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
形
成
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ズ
ー
ル
ー
宣
教
団
の
事
例
が
興
味
深
い
。

一
九
世
紀
末
、
同
宣
教
団
に
所
属
す
る
ア
フ
リ
カ
人
信
徒
た
ち
（
コ

ル
ワ
と
呼
ば
れ
た
）
は
、
ア
メ
リ
カ
人
説
教
師
が
説
く
ホ
ー
リ
ネ
ス

神
学
の
影
響
を
受
け
て
、
リ
バ
イ
バ
ル
を
経
験
し
た
。
信
仰
へ
の
確

証
を
深
め
た
コ
ル
ワ
は
、
教
会
運
営
の
権
限
を
自
分
た
ち
に
譲
り
渡

す
よ
う
白
人
宣
教
師
に
要
求
し
、
宣
教
師
も
こ
れ
を
受
け
容
れ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
結
果
、
コ
ル
ワ
が
主
導
す
る
ア
フ
リ
カ
人
会
衆
派

教
会
が
誕
生
し
た
。
エ
チ
オ
ピ
ア
教
会
と
は
異
な
り
、
同
教
会
が
大

き
な
社
会
運
動
に
発
展
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
リ
バ
イ
バ

ル
を
通
じ
て
、
コ
ル
ワ
は
、
教
会
に
お
け
る
自
治
、
同
じ
経
験
を
共

有
す
る
者
同
士
の
団
結
心
、
自
分
た
ち
の
信
仰
（「
ア
フ
リ
カ
人
の

キ
リ
ス
ト
教
」）
を
獲
得
し
た
。
そ
の
後
、
コ
ル
ワ
は
、「
ア
フ
リ
カ

人
の
キ
リ
ス
ト
教
」
を
広
め
る
べ
く
、
自
ら
宣
教
活
動
に
従
事
し
、

新
た
に
信
者
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
以
上
の
事
例
は
、
リ
バ
イ
バ
ル

が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
独
自
の
ア
フ
リ
カ
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
形
成
の
契
機
と
な
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
三
）
Ａ
Ｎ
Ｃ
：
二
〇
世
紀
初
頭
に
創
設
さ
れ
た
Ａ
Ｎ
Ｃ
は
南
ア
フ

リ
カ
を
代
表
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
団
体
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
キ
リ
ス
ト
教
と
関
わ
り
あ
っ
て
い
た
。
ま
ず
、
初
期
の
指
導
者
層

の
多
く
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
西
洋
教
育
を
受
け
た
キ
リ
ス

ト
教
徒
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｎ
Ｃ
議
長
経
験
者
に
は
、
ジ
ョ
ン
・
ド
ゥ
ベ

や
Ｚ
・
Ｒ
・
マ
ハ
バ
ネ
な
ど
聖
職
者
も
多
い
。草
創
期
の
Ａ
Ｎ
Ｃ
で
は
、

キ
リ
ス
ト
教
と
西
洋
文
明
を
参
照
基
準
に
、
近
代
化
＝
西
洋
化
し
た

ア
フ
リ
カ
人
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
創
出
を
目
指
す
動
き
も
み
ら
れ
た
。
な

か
に
は
、
南
ア
フ
リ
カ
に
住
む
多
様
な
ア
フ
リ
カ
人
を
ネ
イ
シ
ョ
ン

に
ま
と
め
上
げ
る
た
め
の
土
台
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
用
い
る
べ

き
だ
と
説
く
者
も
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
少
数
白
人
政
権
が
人
種
隔

離
政
策
を
推
進
す
る
と
、
Ａ
Ｎ
Ｃ
は
し
ば
し
ば
キ
リ
ス
ト
教
が
唱
え

る
「
神
の
も
と
で
の
平
等
」
や
「
人
類
共
通
の
同
胞
意
識
」
を
掲
げ
、

宗
教
倫
理
の
観
点
か
ら
そ
う
し
た
動
き
を
批
判
し
た
。こ
の
よ
う
に
、

キ
リ
ス
ト
教
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
団
結
を
も
た
ら
す
た
め
の
基
盤
と

し
て
、
ま
た
、
植
民
地
主
義
を
批
判
す
る
た
め
の
論
理
と
し
て
、
Ａ

Ｎ
Ｃ
内
部
で
頻
繁
に
援
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
キ
リ
ス
ト
教
が
「
伝
統
」
と
協
働
す
る
こ
と
で
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
下
支
え
す
る
と
い
う
事
例
も
み
ら
れ
た
。
ナ
タ
ー

ル
に
お
け
る
ズ
ー
ル
ー
王
家
復
権
運
動
が
そ
れ
で
あ
る
。
二
〇
世

紀
初
頭
の
ナ
タ
ー
ル
で
は
、
植
民
地
化
の
過
程
で
多
く
の
ア
フ
リ

カ
人
（
ズ
ー
ル
ー
）
が
土
地
を
失
い
、
社
会
不
安
が
高
ま
っ
て
い

た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
か
つ
て
同
地
に
存
在
し
た
ズ
ー
ル
ー
王
国

（
一
八
七
〇
年
代
の
ズ
ー
ル
ー
戦
争
で
イ
ギ
リ
ス
に
征
服
さ
れ
る
）
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が
想
起
さ
れ
、
旧
王
家
の
当
主
を
再
び
ズ
ー
ル
ー
の
指
導
者
と
し
て

復
権
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。
社
会
不
安
の
治
療
薬
と

し
て
、「
伝
統
の
復
活
」
が
持
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ナ
タ
ー
ル

を
拠
点
と
す
る
Ａ
Ｎ
Ｃ
活
動
家
（
多
く
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
）
も
、
こ

の
運
動
に
関
与
し
た
。
そ
こ
で
は
、
伝
統
的
支
配
者
層
と
キ
リ
ス
ト

教
徒
を
含
む
有
力
者
か
ら
な
る
評
議
会
の
結
成
、ズ
ー
ル
ー
・
ナ
シ
ョ

ナ
ル
基
金
の
設
立
、ズ
ー
ル
ー
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
教
会
と
し
て
の
シ
ャ

カ
・
ズ
ー
ル
ー
教
会
（
シ
ャ
カ
は
ズ
ー
ル
ー
王
国
を
強
大
化
さ
せ
た

王
）
の
創
設
な
ど
が
議
論
さ
れ
、
ズ
ー
ル
ー
意
識
の
強
化
が
図
ら
れ

た
。
他
方
で
、
ロ
ー
カ
ル
な
ア
フ
リ
カ
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強

調
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
全
国
規
模
で
の
ア
フ
リ
カ
人
の
団
結

を
企
て
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
相
容
れ
な
い
側
面
も
あ
る
。実
際
、

ナ
タ
ー
ル
の
Ａ
Ｎ
Ｃ
運
動
は
、
ズ
ー
ル
ー
王
家
復
権
運
動
を
支
持
す

る
勢
力
と
そ
れ
以
外
の
人
々
の
間
で
、
次
第
に
分
裂
を
深
め
て
い
っ

た
。

　
と
こ
ろ
で
、
南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
最

近
の
研
究
は
、
そ
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
側
面
に
注
目
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
報
告
の
後
半
部
分
で
は
、
キ

リ
ス
ト
教
を
媒
介
に
し
た
南
ア
フ
リ
カ
と
外
部
世
界
と
の
結
び
つ
き

が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
検
討

し
た
。
こ
こ
で
は
、（
一
）
教
会
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
ト
た
ち
、（
二
）
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
影
響
を
取
り
上
げ
た
。

（
一
）
教
会
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
：

キ
リ
ス
ト
教
会
は
そ
も
そ
も
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
組
織
で
あ

る
。
ア
フ
リ
カ
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
な
か
に
は
、
教
会
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
海
外
で
学
ぶ
機
会
を
得
た
者
も
い
た
。
そ
の
多
く

は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
渡
り
、
宗
教
の
み
な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
学
び
を
深
め
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
世
紀
の
南
ア
フ
リ
カ
に
は
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
が
伝
わ
っ
た
。
留
学
し
た
ア
フ
リ

カ
人
が
と
く
に
感
銘
を
受
け
た
の
は
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
運

動
で
あ
り
、
ブ
ッ
カ
ー
・
Ｔ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
、
マ
ー
カ
ス
・
ガ
ー
ヴ
ェ

イ
、
Ｗ
・
Ｅ
・
Ｂ
・
デ
ュ
ボ
イ
ス
ら
の
思
想
は
、
南
ア
フ
リ
カ
に
お

け
る
ア
フ
リ
カ
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
。

（
二
）
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
：
二
〇
世
紀
に
な
る
と
、
異
な
る
教
派
間

の
協
力
を
目
指
す
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
が
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
。
キ

リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
な
か
に
は
、

エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
会
合
に
招
か
れ
、
世
界
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
交

流
し
議
論
す
る
機
会
を
得
た
者
も
い
た
。
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
は
、
ア

フ
リ
カ
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
結
び
つ
け
、
さ
ら
に
は
、
隔
離
政
策
が
進
展
す
る

当
時
の
南
ア
フ
リ
カ
で
は
得
が
た
い
、
ア
フ
リ
カ
人
と
白
人
が
共
に

議
論
す
る
機
会
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
・
Ｈ
・
オ
ル
ダ

ム
や
ジ
ョ
ン
・
モ
ッ
ト
と
い
っ
た
当
時
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
指
導
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者
た
ち
が
、
概
し
て
南
ア
フ
リ
カ
の
隔
離
政
策
に
批
判
的
だ
っ
た
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
主
張
を
持
つ
人
々
と
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
で
、ア
フ
リ
カ
人
は
自
分
た
ち
の
運
動
（
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）

が
世
界
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
共
同
体
か
ら
支
援
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実

感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、本
報
告
で
は
、南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
人
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
を
、
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
と
ト
ラ
ン

ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
視
点
か
ら
概
観
し
た
。
最
後
に
、
今
後
の
課
題
を

提
示
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
指
導
者
だ
け
で

な
く
大
衆
に
も
注
目
し
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
に
よ
り
目
を
凝
ら
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
は
、
上
述
し
た
リ
バ
イ
バ
ル
や
ホ
ー
リ
ネ
ス
神
学
、
ま
た
そ

れ
と
関
係
す
る
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
の
動
向
が
主
要
な
研
究
テ
ー
マ
と

な
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
外
部
世
界
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
さ

ら
に
考
察
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
圧
倒
的
な
力
を
持
つ
少
数
白
人
支
配
体
制
と
対
峙
す
る
た
め

に
は
、
外
部
と
の
連
携
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
キ

リ
ス
ト
教
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
人
的
・
思
想
的
交
流
が
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
ど
う
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
論
証

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
も
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と
言
え
よ
う
。

（
南
山
大
学
外
国
語
学
部 

准
教
授
）
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